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災害時の要配慮者への対応は
（一般質問  10名登壇）

「議会モニター」との意見交換会開催

４

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
議
会
も
町
民
皆
様
の
無
病
息
災
と
家
内
安
全
、

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
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12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

条
例
制
定

◆
条
例
の
主
な
内
容

◦
特
定
風
評
被
害
が
農
林
水
産
業

及
び
観
光
業
等
の
経
営
に
及
ぼ
す
影

響
に
対
処
す
る
た
め
、
県
知
事
の
指

定
を
受
け
特
定
事
業
活
動
を
行
う
事

業
者
に
対
し
、
課
税
を
免
除
す
る
条

例１
，
対
象
資
産

　
活
動
用
に
供
す
る
新
設
又
は
増
設

し
た
機
械
、
建
物
、
土
地
等

２
，
免
除
期
間

　
固
定
資
産
税
を
課
す
べ
き
こ
と
と

な
る
年
度
以
後
５
年
間

質
疑　
条
例
の
内
容
か
ら
町
内
事
業

者
も
該
当
す
る
の
で
は
、
ま
た
そ
の

周
知
策
等
の
質
疑
が
さ
れ
た

条
例
改
正

◆
改
正
の
主
な
内
容

◦
就
学
指
導
審
議
会
委
員
の
小
児

科
医
、
精
神
科
医
の
報
酬
を
近
隣
市

町
村
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
改
正

　
こ
れ
ま
で
審
議
会
委
員
と
し
て
の

日
額
だ
っ
た
も
の
を
日
額
２
万
２
，５

０
０
円
と
す
る
。

◦
町
地
方
活
力
向
上
地
域
の
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除
の
対
象
期
間
を
延

長
す
る
改
正

　
「
平
成
32
年
３
月
31
日
」を「
令
和

４
年
３
月
31
日
」に
延
長

�

質
疑　
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は

→
桑
折
工
業
団
地
だ
。

◦
出
産
育
児
一
時
金
及
び
家
族
出
産

育
児
金
の
支
給
額
に
つ
い
て
、
産
科

医
療
保
障
制
度
掛
金
の
見
直
し
を
踏

ま
え
、
現
行
の
40
万
４
，
０
０
０
円

か
ら
40
万
８
，
０
０
０
円
に
引
き
上

げ
る
改
正

　

な
お
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額�

42
万
円
に
は
変
更
は
な
い
。

※�
条
例
制
定
、
条
例
改
正
に
つ
い
て

は
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

�

他
に
、
法
人
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
が
１
件
あ
っ
た
。

　

�

詳
し
い
議
案
名
は
Ｐ
3
の
議
案
審

議
結
果
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算

一
般
会
計（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
２
億
４
，
０
２
４
万
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
64
億
９
，
７

３
６
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

・
特
別
交
付
税３

，
０
５
２
万
１
千
円

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
１
，
８
５
６
万
９
千
円

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

　
金
給
付
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
８
，
０
０
０
万
円

・
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
２
，
２
７
８
万
９
千
円

・
町
有
地
売
払
収
入

　
　
　
　
　
　
　
３
，
２
７
５
万
円

・�

が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
桑
折
応
援
寄

附
金　
　
２
，
２
１
９
万
３
千
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
▲
５
５
６
万
３
千
円

《
主
な
歳
出
》

・
財
産
管
理
費 

１
，９
１
２
万
５
千
円

　

�（�

旧
睦
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
売
却
に
伴
う

国
庫
補
助
金
返
還１

，
８
９
９
万
６
千
円

　

� 
駅
前
倉
庫　
北
駐
輪
場
修
繕12

万
９
千
円
）

・
社
会
福
祉
総
務
一
般
費

　
　
　
　
　
　

� 

６
１
１
万
３
千
円

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
灯
油
券

　
（
１
，２
０
０
世
帯
×
５
，０
０
０
円

　
　

郵
送
料
１
，
２
０
０
世
帯
×
94
円
）

・�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
費

８
，
４
３
３
万
８
千
円

　

�（�

０
歳
か
ら
中
３
生
：
１
２
０
０
人
、

高
校
生
：
４
０
０
人
へ
５
万
円
の
現

金
給
付　

�

12
月
27
日
に
振
込
み
予
定
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

　
防
事
業
費

１
，
４
３
５
万
６
千
円

　
（�

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用 

３
回
目
及
び

　

 

５
～
11
歳
の
１
・
２
回
目
）

・
農
業
振
興
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
８
９
万
円

　
（
米
価
下
落
緊
急
支
援
事
業

　

 

①　
一
俵
あ
た
り
３
０
０
円
、

　

 

②�　

経
営
所
得
安
定
対
策
に
取
り
組

む
農
業
者
へ
１
５
０
円
を
①
に
上

乗
せ
→
４
５
０
円
）

・
商
工
振
興
対
策
費
４
，０
０
０
万
円

　
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券（
第
２
弾
）

　
　
　
応
募
多
数
に
よ
り
追
加
販
売

 　
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｅ
ａ
ｔ
こ
お
り
」

　
　
食
事
券
発
行
事
業（
率
66
・
6
％
）

　

�

３
，０
０
０
円
×
２
，０
０
０
セ
ッ
ト
）

・
職
員
人
件
費
調
整

　
　
　
　
▲
１
，
９
９
６
万
８
千
円

討
　
論

齋
藤 

松
夫
議員

　
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。
そ

れ
は
本
補
正
予
算
案
の
中
に
、
事
務

執
行
上
の
ミ
ス
に
よ
っ
て
生
じ
た

「
睦
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
売
却
に
伴
う

国
補
助
金
返
還
金
１
，
８
９
９
万
６

千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　
補
助
金
返
還
は
や
む
を
得
ざ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
務
執
行

上
の
過
ち
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
町

民
に
対
す
る
お
詫
び
の
言
葉
が
な
い
。

再
発
防
止
措
置
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
う
し
た
過
ち
を
再
び
繰
り

返
さ
せ
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
本

案
に
反
対
の
態
度
を
と
る
も
の
で
あ

る
。�

賛
成
６　
反
対
４

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
３
，
０
８
７
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
13
億
６
，
９
３
８

万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

《
主
な
歳
入
》

・
県
補
助
金
３
，
０
２
３
万
２
千
円

《
主
な
歳
出
》

・
療
養
諸
費　
　
２
，
８
０
０
万
円

・
出
産
育
児
諸
費　
　
　
　
84
万
円

�

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
４
３
０
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
17
億
８
０
２
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

《
歳
入
》

・
繰
入
金�

　
　
　
　
28
万
８
千
円

・
繰
越
金�

　
　
４
０
１
万
３
千
円

《
歳
出
》

・
総
務
管
理
費�

　
　
80
万
１
千
円

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

継
続
審
査
結
果
報
告

陳
情
第
５
号

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
普

天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・
国
外
移
転

に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、
憲

法
に
基
づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に
解

決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

（
委
員
会
開
会
年
月
日
）

　
令
和
３
年
10
月
12
日
、
11
月
16
日

（
審
査
の
結
果
）

　
不
採
択

陳
情 

審
査
結
果

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い
て

国
会
審
議
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
者
）

　
伊
達
市
月
舘
町
糠
田
字
上
ノ
内
39

　
選
択
的
夫
婦
別
姓
・

全
国
陳
情
ア
ク
シ
ョ
ン

福
島
代
表　
　
石
沢　
和
也

（
審
査
委
員
会
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
審
査
結
果
）

　
採
択（
意
見
書
）Ｐ
20
に
掲
載

12
月
21
日
の
全
員
協
議
会

で
報
告

５
万
円
の
追
加
給
付
を
専
決
で

※�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
費
補
助
金

　

残
り
５
万
円
分
の
追
加
給
付
を
、

12
月
15
日
専
決
処
分
を
し
た
と
報
告

が
あ
っ
た
。

　令和３年12月定例会は、12月７日から13日までの７日
間の会期で開催された。提出された議案は、条例制定１件、
条例改正４件、補正予算３件、継続審査結果報告、陳情１件、
発委１件の計11件を可決した。

12 月 定 例 会反対

議 案 審 議 結 果 表

○全会一致で可決の議案
議　　案　　名 討論者 議　　案　　名 討論者

議案第46号 福島県特定事業活動振興計画に基づく町税の特例に関する条例 議案第50号 桑折町国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第47号 桑折町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 議案第52号 令和３年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第3号）

議案第48号 桑折町税特別措置条例の一部を改正する条例 議案第53号 令和３年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第3号）

議案第49号
桑折町地方活力向上地域における固定資産税
の課税免除及び不均一課税に関する条例の一
部を改正する条例

発委第８号 選択的夫婦別姓制度について国会審議を求め
る意見書（案）

� ※報告は採決なし

令和３年第７回桑折町議会臨時会
○全会一致で可決の議案

議　　案　　名 討論者 議　　案　　名 討論者

議案第45号 桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 発委第７号 桑折町議会会議規則の一部を改正する規則

選挙第２号 公立藤田病院組合議会議員選挙について

○賛否の分かれた議案
議案名　　　　　  議員名 岡本貴士 鈴木隆志 岩﨑久男 齋藤松夫 佐藤武朗 斉藤　謙 羽根田八千代 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否
議案第51号 令和３年度桑折
町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ● ● ○ ● 欠 ○ ● ○ ○ ― 可決

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　 ：討論者

請
願
・
陳
情
と
は

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望

等
を
町
政
へ
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。

※
請
願
・
陳
情
書
の
作
成
・
提
出
方

法
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

�

　
（
電
話
５
８
２
―
２
１
１
３
）
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一
般
質
問

一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目
◎印の質問の概要を掲載しています

斉　藤　　　謙
（５ページ）

◎災害時に高齢者や障がい者等要配慮者への対応に関して
◎SDGsの町民一体となった取り組みの具現化に関して
・介護職や保育士、看護師等の処遇改善に関して
・公園内の遊具取り外しに関して
・福島圏域連携中枢都市圏形成に関して
・これからの幼児保育・教育のあり方等に関して

佐　藤　榮　三
（６ページ）

◎米価下落に対する支援策について
◎地域おこし協力隊事業について

鈴　木　隆　志
（７ページ）

・福祉避難所における専門人材確保について
・文化財及び町史収集資料の保護活用について
◎新型コロナワクチン接種及びインフルエンザ予防接種について
◎認定こども園の今後の対応について

佐　藤　武　朗
（８ページ）

◎ライブ配信で開催された「全国山城サミット桑折大会」の今後の展開について
・「福島圏域連携中枢都市圏形成」に向けた取り組みについて
◎未利用の町有財産の利活用について
・急速に進む高齢化社会で「高齢者が抱える課題」等について
・文化遺産周辺の「景観環境維持・保全」について

川　名　静　子
（９ページ）

◎「認定こども園」に関して
・地球温暖化対策に関して
・灯油券の配布に関して
◎「男女共同参画プランの策定」に関して

岩　﨑　久　男
（10ページ）

◎政府の原発処理水対策評議会について
・都市計画法34条11号について
・幼保連携型認定こども園について
◎東京電力㈱に対する損害賠償請求について

岡　本　貴　士
（11ページ）

◎�人生の最後まで（介護が必要になった場合でも）個人として尊重され、その人らしく暮らしてい
けるように
◎コロナ禍で急増する認知症、運動習慣が予防になります
・幼稚園・保育園が連携した「認定こども園」は、従来の保育園にはない利点があります。
　�「保育時間が柔軟に選べる」、「保護者の就労の有無にかかわらず施設を利用できる」ことです。
本町にも設置するべきではないでしょうか

齋　藤　松　夫
（12ページ）

・町長の選挙公約と旧蚕糸跡地利活用政策（商業施設と幼保連携型認定こども園誘致）について
◎�保育所・幼稚園民営化政策に端を発する、桑折町教育大綱の改正及び、同大綱の桑折町の教育
目標「15才のめざす姿」の改変について
・新総合計画（案）の幼保民営化方針に係る議会及び町民に対する事実を偽る説明・答弁について
◎旧役場庁舎敷地売却と、解体工事におけるアスベスト対策について
・水道事業ビジョンと簡易水道統合スケジュールの明確化について

半　澤　　　高
（13ページ）

・新型コロナウイルス感染症対策とワクチン接種などについて
◎第49回衆議院議員選挙での投票率等について
・旧役場庁舎跡地開発について
・蚕糸跡地利活用について
◎エリザベスタウン市との姉妹都市交流について

原　　　賢　志
（14ページ）

◎福島蚕糸地の利活用について伺う
◎本年度のふるさと納税について伺う

町政を問
う

◇一般質問は、質問者が事前に
提出した通告書に基づいて、
一人持ち時間60分で行われ
ます。
◇内容は、質問者の責任におい
て作成されたものを掲載して
います。
◇質問項目は、通告によるもの
です。
◇一般質問の様子は桑折町議会
ホームページで過去一年分ま
でご覧いただけます。

10名登壇

一
般
質
問 災害時の要配慮者への対応は

桑折町社協と契約締結した斉 藤 　 謙 議員
問　
当
町
は
県
内
市
町
村
支
援
人
材

の
確
保
状
況（
３
月
末
現
在
）未
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
災
害
時
の
要
配
慮

者
確
保
等
の
体
制
は
十
分
か
。

答　
町
長　
桑
折
町
社
会
福
祉
協
議

会
と「
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
人
的

支
援
に
関
す
る
協
定
」を
改
め
て
締

結
し
た
。

問　
内
閣
府
の「
福
祉
避
難
所
の
確

保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
お
い

て
相
談
員
は
何
名
と
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
避
難
所
と
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。

答　
町
長　
相
談
員
は
概
ね
10
人
の

要
配
慮
者
に
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

町
保
健
師
を
中
心
に
社
協
の
協
力
も

得
な
が
ら
十
分
な
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
避
難
所
は
や
す
ら
ぎ
園
と
な
っ
て

い
る
。

問　
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
障
が

い
者
へ
の
対
応
も
充
分
か
。

答　
町
長　
付
添
分
も
考
慮
し
た
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

醸
中
生
等
と
の
懇
談
会
を
実
施
す
べ
き

町
民
へ
の
説
明
会
で
意
見
等
を
聴
く

問　
「
人
間
・
地
球
・
繁
栄
・
平
和
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」の
５
つ
の
Ｐ

へ
の
対
応
を
伺
う
。

答　
町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連
性

を
明
確
に
し
た
桑
折
町
総
合
計
画
の

着
実
な
推
進
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
。

問　
本
町
は
こ
れ
ま
で
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
」を
宣
言

し
て
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

そ
の
進
捗
状
況
等
ど
の
程
度
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
し
て
は
、
当
町
の
諸
条
件
等
に

合
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
進
捗

状
況
は
予
想
外
で
あ
る
。
周
知
は
町

広
報
誌
等
で
特
集
掲
載
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
の
啓
発
活
動
等
に
よ
っ
て
町

民
の
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

これも 質 問
問
福
島
圏
域
連
携
は
、
各
種
事
業
へ
の
参
画
を
慎
重
に

　

答
各
種
事
業
へ
の
参
画
は
各
自
治
体
で
選
択
が
可
能
だ

問
幼
児
保
育
・
教
育
の
あ
り
方
の
十
分
な
説
明
責
任
を

　

答
町
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

問
公
園
の
管
理
運
営
は
協
議
会
の
設
置
を

　

答
管
理
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
善
処
し
て
い
く

しっかり守ります
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一
般
質
問

一
般
質
問

米価下落に対する支援策は
地方創生臨時交付金を活用し助成

地域おこし協力隊員の定住策は
就農につながるよう斡旋協力する

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
外
食
産
業
不
振
に

よ
る
コ
メ
の
市
場
在
庫
の
増
加
で
コ

シ
ヒ
カ
リ
一
俵
当
た
り
支
払
い
概
算

金
が
前
年
対
比
三
千
百
円
下
落
、
さ

ら
に
来
春
に
は
肥
料
代
、
燃
料
代
の

値
上
げ
と
稲
作
農
家
に
と
っ
て
、
来

年
以
降
の
再
生
産
、
経
営
継
続
が
容

易
で
な
い
状
況
に
あ
る
、
町
独
自
の

支
援
策
は
な
い
も
の
か
。
ま
た
、
地

元
産
米
の
消
費
拡
大「
献
上
桃
の
郷
」

の
名
を
さ
ら
に
広
め
る
た
め
に
も
桑

折
町
産
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
加

え
て
は
い
か
が
か
。

答　
町
長 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
３
年
産
出
荷
米
一
俵
当

た
り
三
百
円
、
さ
ら
に
経
営
所
得
安

定
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
だ
農
家
に

百
五
十
円
上
乗
せ
助
成
す
る
。
米
価

下
落
に
も
対
応
で
き
る
収
入
保
険
に

つ
い
て
も
掛
金
の
一
割
を
助
成
す
る

制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ
い

て
は
町
産
品
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
差

別
化
で
き
、
一
定
量
の
確
保
が
出
来

れ
ば
検
討
す
る
。

佐 藤 榮 三 議員
認定こども園 町民に対する説明は
町民の皆様に機会を捉え説明する鈴 木 隆 志 議員

問　
令
和
３
年
９
月
15
日
付
け「
保

育
所
の
運
営
形
態
が
変
わ
り
ま
す
」

と
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
説
明
が
な
く
詳
細
が
わ
か
ら
な
い

と
の
声
が
あ
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う

に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

答　
町
長　
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
は
、
お
知
ら
せ
文
書
を
各
戸
配
布

す
る
と
共
に
、
保
育
所
及
び
幼
稚
園

の
保
護
者
に
直
接
お
配
り
し
て
、
内

容
の
周
知
を
図
っ
た
。

　
間
も
な
く
、
配
置
や
施
設
概
要
等

が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
速
や
か
に
広

報
こ
お
り
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
周
知
す
る
。
特
に
一
番
影

響
を
及
ぼ
す
べ
き
若
い
世
代
を
中
心

に
随
時
丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め
説

明
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
も
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て

お
り
、
今
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
町
民

の
皆
様
に
集
り
頂
い
て
の
説
明
会
開

催
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

し
っ
か
り
と
説
明
を
進
め
て
い
く
。

これも 質 問
問
福
祉
避
難
所
※
１
で
の
要
配
慮
者
※
２
へ
の
対
応
は

　

答
町
保
健
師
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
対
応
す
る

問
町
史
編
纂
借
用
資
料
の
保
管
借
用
意
向
確
認
は

　

答
今
後
、
所
有
者
に
寄
託
継
続
・
寄
贈
意
向
を
確
認
す
る

蚕糸跡地、認定こども園の今後の運営は

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
へ
の
周
知
徹
底
を

接
種
目
的
・
効
果
等
十
分
な
情
報
を
提
供
す
る

　
今
後
、
未
接
種
者
へ
の
対
応
及
び

３
回
目
の
接
種
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
接
種
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
未
接
種
者
に
対
し
て
の
接
種
の

周
知
及
び
接
種
証
明
の
対
応
は
。

答　
町
長　
す
べ
て
の
町
民
に
周
知

意
思
確
認
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
済

証
の
保
管
と
接
種
証
明
書
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
く
。

問　
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
以
外
の
接
種
が

予
測
さ
れ
る
３
回
目
の
接
種
に
向
け

て
の
対
応
は
。

答　
町
長　
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
不
安
解
消
に
向
け
周
知
に
努
め

る
と
共
に
、
ワ
ク
チ
ン
選
択
希
望
扱

い
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
接
種
は
。

答　
町
長　
厚
生
労
働
省
の
指
示
が

発
出
さ
れ
次
第
、
幼
稚
園
・
小
学
校

を
通
し
て
保
護
者
に
情
報
提
供
し
て

い
く
。

問　
隊
員
の
、
就
農
、
定
住
の
た
め

の
支
援
策
は
。

答　
町
長　
新
規
就
農
す
る
た
め
の

大
事
な
要
件
は
①
技
術
の
習
得
②
優

良
圃
場
の
確
保
③
機
械
等
の
初
期
投

資
④
一
定
期
間
の
所
得
補
償
の
四
点

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮

し
成
功
事
案
に
結
び
付
け
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

問　
定
住
の
た
め
に
は
住
宅
の
確
保
、

農
地
の
確
保
が
大
切
な
こ
と
と
考
え

る
。
任
期
満
了
前
か
ら
農
家
住
宅
を

確
保
す
る
事
が
出
来
な
い
も
の
か
、

答　
町
長　
農
地
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
よ
り
二
十
ア
ー
ル
以
上

で
農
家
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と

か
ら
、
研
修
中
に
受
け
入
れ
農
家
名

義
で
成
木
園
の
確
保
を
し
て
研
修
圃

場
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
就
農
に
つ

な
げ
る
様
に
農
業
委
員
会
と
し
て
も

斡
旋
協
力
し
て
い
く
。
住
宅
に
つ
い

て
も
早
目
の
取
得
に
向
け
た
準
備
を

し
て
、
終
了
時
に
は
住
め
る
よ
う
に

手
配
し
て
い
き
た
い
。

天高く積まれた米・米・米……用
語

※
1「
福
祉
避
難
所
」と
は
、

　
一
般
の
避
難
所
で
過
ご
す
こ
と
が
困

難
な「
要
配
慮
者
」を
受
け
入
れ
、
生
活

上
必
要
な
介
護
や
支
援
を
提
供
で
き
る

体
制
が
整
っ
た
避
難
所
。

※
２「
要
配
慮
者
」と
は
、　

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
傷
病

者
、
障
害
者
等
で
介
護
や
支
援
を
必
要

と
す
る
者
。
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質
問

一
般
質
問次年度以降の町独自の開催は

町独自の関連イベントを開催する
　
５
年
の
期
間
で「
桑
折
西
山
城
跡
」

を
整
備
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
て
全

国
に「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
桑
折
大

会
」を
配
信
し
、
大
変
評
価
を
得
た

も
の
と
思
う
。
今
後
に
お
い
て「
歴

史
探
訪
者
の
増
加
」等
を
目
指
す
と

と
も
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ

る
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
点

を
伺
う
。

問　
次
年
度
以
降
、
整
備
し
た
史
跡

を
活
用
し
た
町
独
自
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
実
施
は
。

答　
町
長　
山
城
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

や「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
」で
の
特
集
番
組
放

映
を
契
機
に
、
着
実
に
来
訪
者
が
増

加
し
て
い
る
。
独
自
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、「
賑
わ
い
創
出
」や「
交

流
人
口
」の
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
。

問　
継
続
的
な
景
観
維
持
の
た
め
の

管
理
方
策
は
。

答　
町
長　
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト

桑
折
大
会
実
行
委
員
会
」を
母
体
に

新
た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
維
持
し
て

い
く
。

問　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
回
遊
、

経
済
対
策
は
。

答　
町
長　
町
内
を
回
遊
で
き
る
方

策
、
パ
ン
フ
等
を
作
成
し
て
い
く
。

佐 藤 武 朗 議員
教育方針は町の宝ではないか

理解頂くよう協議している川 名 静 子 議員
　
「
認
定
こ
ど
も
園
」に
つ
い
て
は
、

多
く
の
町
民
か
ら「
な
ぜ
？
」と
問
わ

れ
た
。
公
設
と
民
設
が
あ
る
事
で
公

正
な
競
争
が
成
り
立
ち
教
育
効
果
が

出
る
の
で
は
な
い
か
。
再
度
伺
う
。

問　
次
年
度
の
勤
務
意
向
の
結
果
は
。

答　
町
長　
ほ
と
ん
ど
の
保
育
士
が

勤
務
を
希
望
し
影
響
は
な
い
。

問　
全
保
育
士
が
雇
用
さ
れ
る
の
か
。

答　
町
長　
正
規
職
員
は
幼
稚
園
等

へ
配
置
を
転
換
し
、
希
望
す
る
任
用

職
員
の
受
け
入
れ
は
松
葉
福
祉
会
と

合
意
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
園
児
数
は
示
さ
れ
た
募

集
人
数
で
は
入
所
で
き
な
い
園
児
が

い
る
。
今
頃
定
員
の
検
討
か
。

答　
町
長　
町
方
針
で
あ
る
待
機
児

童
ゼ
ロ
の
堅
持
を
前
提
に
検
討
し
て

い
る
。

問　
園
長
は
そ
れ
ぞ
れ
か
。

答　
教
育
長　
設
置
者
が
異
な
る
た

め
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
と
な
る
。

問　
な
ぜ
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
方

針
が
出
せ
な
い
の
か
。
資
料
の
説
明

も
な
い
。
選
択
で
き
な
い
。

答　
教
育
長　
方
針
は
設
置
者
が
決

め
る
事
だ
が
相
互
連
携
の
効
果
を
期

待
し
理
解
頂
く
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

これも 質 問
問
待
っ
た
な
し
の
地
球
温
暖
化
防
止
へ
ど
う
取
り
組
む

　

答
ご
み
排
出
量
抑
制
や
４※

Ｒ
を
推
進
し
循
環
型
社
会
へ

問
コ
ロ
ナ
に
耐
え
た
町
民
全
て
に
灯
油
券
を
配
布
し
て
は

　

答
非
課
税
世
帯（
約
１
２
０
０
世
帯
）に
配
布
す
る

子どもたちの声が消えていく

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
取
り
組
み
は

若
者
意
見
を
重
視
し
第
３
次
の
計
画
で

　
本
町
の「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

10
年
の
計
画
が
終
わ
る
。
国
は
第
５

次
、
町
は
第
２
次
。
ど
う
つ
め
る
か
。

問　
２
次
10
年
間
の
成
果
と
課
題
は
。

答　
町
長　
広
報
紙
へ
の
掲
載
企
業

訪
問
等
啓
蒙
活
動
に
努
め
た
結
果
、

世
代
を
超
え
平
等
の
意
識
が
徐
々
に

高
ま
っ
て
き
た
。
今
後「
女
性
活
躍
」

「
男
女
平
等
」「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」を“
当
た
り
前
の
基
準
”

に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
次
年
度
現

状
の
課
題
解
決
に
向
け
改
訂
す
る
。

問　
「
女
性
活
躍
推
進
法
」の
生
か
し

方
は
。

答　
町
長　
制
定
さ
れ
た
目
的
を
趣

旨
に
反
映
さ
せ
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

5 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
実
現
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
は
。

答　
町
長　
第
２
次
の
総
括
を
踏
ま

え
女
性
を
取
り
巻
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の

現
状
と
課
題
、
男
女
共
同
参
画
の
裾

野
を
広
げ
ら
れ
る
計
画
内
容
、
若
者

の
意
見
を
反
映
さ
せ
第
３
次
を
策
定

し
て
い
く
。

これも 質 問
問
福
島
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
向
け
た
所
見
は

　

答
「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く

問
デ
ジ
タ
ル
化
を
高
齢
者
に
進
め
る
課
題
と
方
策
は

　

答
地
域
・
家
族
を
含
め
た
若
い
世
代
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

問
旧
伊
達
郡
役
所
周
辺
の「
特
別
用
途
地
区
」の
設
定
は

　

答
最
も
適
し
た
制
度
の
研
究
を
進
め
る

未
利
用
財
産
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
を

民
間
事
業
者
の
知
恵
等
を
活
用
す
る

問　
本
町
の「
未
利
用
の
町
有
財
産
」

を
活
用
し
な
い
ま
ま
で
は
税
金
の
無

駄
遣
い
。
利
用
が
可
能
か
不
可
能
の

判
断
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
。
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
最
大
限
に
活
か
せ

る「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」等
の
採
用

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答　
町
長　
「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

は
価
格
だ
け
で
選
定
す
る
通
常
の
入

札
と
は
異
な
り
、
発
注
者
の
意
向
・

方
針
に
沿
っ
た
企
画
・
提
案
に
つ
い

て
、
総
合
的
に
最
も
優
れ
た
業
者
を

選
定
し
、
協
議
の
上
事
業
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
利
点
が
あ

る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く

り
に
有
効
な
未
利
用
財
産
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
の
も
つ
知
恵
と
資

力
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
活
用
し
た
本
制

度
を
活
用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

多くの来訪者が期待される

４
Ｒ
と
は
、
再
資
源
化（
リ
サ
イ
ク
ル
）　
再
利
用（
リ
ユ
ー
ス
）

　
　
　
　
　
排
出
抑
制（
リ
デ
ュ
ー
ス
）　
発
生
回
避（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）
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一
般
質
問政府の原発処理対策は

地元意見を反映させることだ
問　
十
一
月
二
十
二
日
政
府
は
、「
廃

炉
、
汚
染
水
、
処
理
水
対
策
、
福
島

評
議
会
を
開
催
。」東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
方
針

に
伴
う
、
全
省
庁
横
断
に
よ
る
、
行

動
計
画
の
素
案
を
示
し
た
。
政
府
方

針
に
対
す
る
合
意
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
や
風
評
抑
制
を
含
む
事
業
継

続
の
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

出
席
者
か
ら
は
不
十
分
さ
や
、
見
直

し
を
指
摘
す
る
声
が
相
次
い
だ
。
関

係
団
体
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
加
速
し
、

意
見
を
反
映
し
な
が
ら
事
業
者
が
安

心
し
て
事
業
を
継
続
出
来
る
実
効
性

の
あ
る
行
動
計
画
を
作
っ
て
欲
し
い

と
求
め
た
。
県
漁
連
の
会
長
は
、
海

洋
放
出
は
断
固
反
対
と
表
明
さ
れ
た

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
町
長　
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業

の
事
業
者
を
始
め
、
県
内
自
治
体
等

の
関
係
者
に
対
し
、
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、
理
解
を
求
め
て
い
く
。
実
施

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
万
全
の
風

評
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

風
評
被
害
に
対
し
て
は
、責
任
を
持
っ

て
、
被
害
の
実
態
に
合
っ
た
賠
償
が

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

岩 﨑 久 男 議員

東
電
㈱
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
は

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
す
る

問　
現
在
ま
で
の
損
害
賠
償
の
総
額
、

総
受
領
額
は
い
か
程
か
。

　
今
後
と
も
原
発
事
故
の
原
因
者
で

あ
る
東
京
電
力（
株
）に
対
し
て
責
任

を
果
た
し
、
完
全
賠
償
に
応
じ
る
よ

う
引
き
続
き
粘
り
強
く
交
渉
し
て
戴

き
た
い
。
所
見
を
伺
う
。

答　
町
長　
令
和
元
年
度
分
ま
で
の

損
害
賠
償
請
求
額
に
つ
い
て
は
、

７
億
２
０
０
万
１
，
６
０
３
円
で
あ

り
、
現
在
ま
で
の
賠
償
金
受
領
額
は
、

７
，
９
３
６
万
４
，
３
７
１
円
で
あ

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
と

と
も
に
、
未
賠
償
分
に
つ
い
て
、
粘

り
強
く
交
渉
を
継
続
し
て
ゆ
く
。

賛同をお願いします

これも 質 問
問
都※

市
計
画
法
34
条
11
号
に
つ
い
て
の
区
域
変
更
の
結
果
は

　

答
同
意
の
署
名
の
手
続
き
に
着
手
し
た

問
醸
芳
幼
稚
園
の
今
後
は

　

答
保
護
者
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
運
営
し
て
ゆ
く
　

都
市
計
画
法
34
条
11
号
と
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
区
域
を
指
定

す
る
こ
と
で
農
家
以
外
の
方
で
も
建
築
可
能
に
な
る
制
度

F A X  0 2 4 - 5 8 2 - 2 4 5 4
議会だよりアンケート回答用紙

※ご記入いただきましたアンケートは、 今後の議会だより編集の研究 ・ 統計に利用する場合がございます。
個人情報となる氏名などは厳正に管理し、 一般公開することは一切ございません。

ご協力ありがとうございました。

問１） 「町議会だより」 （年 4 回発行） を読んでいますか？ （いずれかに□）

□必ず読んでいる 　□ときどき読んでいる　□ほとんど読んでいない

問２） 1． 「町議会だより」 の掲載内容で特によく読まれる項目は何ですか？

□一般質問　　□定例会の主な議案の概要　　□閉会中の議会活動

  □その他 （　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

         2． 紙面構成や内容 （文章 ・ 見出し ・ 写真等） の印象はいかがですか？

□良い　　□普通である　　□あまり良くない

         3.  色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質はどうですか？

□現在のままでよい

□変えた方が良い （　色 ・ 文字の大きさ ・ ページ数 ・ 紙質　）

問３） その他 ：「町議会だより」へのご意見 ・ ご感想があれば自由にお寄せください。

✓

氏 名（任意）

性 別

職 業  会社員 ・ パート アルバイト ・ 公務員 ・ 会社役員 ・ 自営業 ・ 学生 ・ その他

年  齢

お住まい地区 桑折 ・ 半田 ・ 伊達崎 ・ 睦合

１０代 ・ ２０代 ・ ３０代 ・ ４０代

５０代 ・ ６０代 ・ ７０代 ・ ８０代以 上

・FAX 送信番号　024-582-2454
・お手数ですが議会事務局（町役場3階）までご持参願います。

  このアンケートは、「議会だより」秋号をご覧になって
の ご 感 想 をお寄せください。 より良い「議会だより」発
行へ役立てさせていただきます。

締め切り：11月1日（月）
提 出 先：・お近くの議員に渡す

冬

令和４年２月10日（木）
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一
般
質
問 認知症予防に対する取り組みは

運動教室やサロン活動、減塩教室へ岡 本 貴 士 議員
問　
認
知
症
患
者
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
数
は
２
０
５
０
年
に
は

１
０
１
６
万
人
に
な
り
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
う
ち
約
28
％
が
認
知
症

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
認
知

症
に
は
、
運
動
習
慣
が
予
防
に
な
り

う
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の

認
知
症
予
防
に
対
す
る
取
り
組
み
を

伺
う
。

答　
町
長　
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
肥

満
・
社
会
的
孤
立
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
運
動
習
慣
や
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

予
防
対
策
と
し
て
、「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」な
ど
の
運
動
教
室
や
サ
ロ

ン
活
動
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
治

療
、
食
生
活
改
善
に
繋
が
る
減
塩
教

室
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

これも 質 問
問
利
便
性
の
高
い「
こ
ど
も
園
」を
設
置
す
る
べ
き

　

答
令
和
６
年
４
月
の
開
設
に
向
け
支
援
す
る

～　運動は、やっぱり効果的ですね　～

人
生
の
最
期
ま
で
、
そ
の
人
ら
し
く

住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で

問　
人
生
の
最
後
ま
で
、
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
は
誰
も
が
望
む
も
の

で
あ
る
。
高
齢
者
介
護
に
お
い
て
も
、

日
常
生
活
に
お
け
る
身
体
的
な
自
立

の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
な

自
立
を
維
持
し
、
高
齢
者
自
身
が
尊

厳
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
本
町
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答　
町
長　
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
を
通
じ
て
、
住
み
慣
れ
た

地
域
や
家
庭
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
社
会
福
祉
士
な

ど
の
専
門
職
が
協
働
し
、
本
人
が
望

む
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

ご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。

　 　「議会だより 秋号」にて、ご意見やご感想を頂き、 その中から、 いつくかを
ご紹介します。 今後とも皆さんとの意見交換を大切にしていきます。

アンケートの集計結果のご紹介（一部）

回答数：15

回答数：35

0% 25% 50% 75% 100%

無回答あまり良くない普通良い

令和３年
夏号

令和３年
秋号

（質問）　「町議会だより」の紙面構成や内容の印象はいかがでしょうか？

45.7% 45.7% 8.6%

13.3%6.7%26.7%53.3%

各自のPC、スマホ等での傍聴者数の把握は。
（80代女性）
しっかりお読みいただきありがとうございます。

公共施設での傍聴以外の人数は把握しておりませ
ん。簡単に見られる方法等、できるところから検
討していきます。
「陣屋の杜」公園の遊具を取り外し、新しく設置
するのか。（70代男性）
12月定例会の質問で、遊具の取り外しについ

て「歴史観光機能基本構想策定業務委託」の中で検
討するとの回答です。
認定保育園の事など、議長さんからも、決定し

た経緯について詳しく伺いたい。丁寧に説明をお
願いします。（60代女性）
「議会だより」秋号に各議員の考え方を載せました。
これからもわかりやすい編集に工夫していきます。
「これも質問」はもうすこし内容を書いて。
「SDGs」取り組みの具体化→（答）中学生の声を
真摯に受け止め具体化とは何か。（70代男性）
字数に制限がありますが、表現を工夫してみま

す。SDGsへの具体的な取り組みについてはこれ
から中学生の考えも含め取り組んでいきたい。
町のことがよくわかります。「あれ!!」というと

ころもあってがっかりしています。町は学校教育
を充実させてほしい。（70代女性）
各議員共、真摯に向き合っています。「議会だ

より」を通して議会の内容を知らせしていきます。
町政が解る事、問題になっている事を考えるの

に議会だよりが良いと思います。（70代女性）
しっかりお読みいただきありがとうございます。
伝わる紙面づくりをさらに工夫していきます。
若者に関心を持たれるような紙面づくりを。

（70代女性）

ご指摘ありがとうございます。努力します。

町の方向性を見る事が出来るので良いと思いま
す。町政に関しては？が最近多いです。（70代女性）

議会内容を一早くお伝えしています。各議員共、
しっかりと取り組んでいます。

議会へ行けないので議会だよりを拝見していま
す。今後共宜しくお願いします。（70代男性）

議会内容を忠実に編集しています。ご自宅で
ゆっくりお読みいただければと思います。

今どのような思案が問題浮上しているか、町政
の様子も知る事ができます。（70代女性）

関心を寄せていただきありがとうございます。

子育てや教育に関しては公営が望ましいと思う。
議論を重ねてほしい。（70代男性）

ご意見をいただき、今後も議論を公平に伝えて
いきます。

町民のための議会だよりです。視覚にうったえ
る表現は、一般の者も理解できる。わかりやすい
のが大切。（70代女性）

いつもお読みいただきありがとうございます。
これからもわかりやすく伝わる紙面に努めます。

字が小さくて読むのが疲れる。（70代女性）

申し訳ありません。一度に全部は変えられませ
んが、できるところから変えていきます。

各委員会の活動がわかり大変良いと思う。こど
も園の新設は順序を経て議会、町民合意の上で決
めて戴きたい。（80代女性）

各委員会の励みになります。取組内容を公平に
掲載していきます。
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一
般
質
問

一
般
質
問旧庁舎にアスベスト本当にないか

アスベスト出れば業者と協議

新
教
育
大
綱
は
明
ら
か
な
後
退
だ

従
来
の
方
針
に
変
更
は
な
い

問　
こ
の
た
び
の
改
正
教
育
大
綱
は
、

教
育
目
標
と
し
て「
15
才
の
め
ざ
す

姿
」を
掲
げ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た「
保
育
所
・
幼
稚
園
か
ら

小
学
校
・
中
学
校
ま
で
の
育
ち
と
学

び
の
一
貫
性
を
大
切
に
し
た
教
育
の

推
進
」の
文
言
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に「
15
才

の
め
ざ
す
姿
実
現
」に
対
す
る
、
町

と
教
育
行
政
の
役
割
と
責
任
を
後
退

さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に

し
た
理
由
は
、
幼
保
民
営
化
方
針
に

基
づ
く
、「
民
営
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
誘
致
」に
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

答　
町
長　
「
15
才
の
め
ざ
す
姿
」に

つ
い
て
は
、
新
教
育
大
綱
に
お
い
て

も
、
乳
幼
児
保
育
・
教
育
や
学
校
教

育
の
推
進
を
通
し
て
実
現
す
る
も
の

と
し
て
お
り
、
従
来
の
方
針
に
変
更

は
な
い
。

齋 藤 松 夫 議員
エリザベスタウンとの交流は

見直す時期に来ている半 澤 　 高 議員
問　
１
９
９
２
年
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ

ウ
ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
約

30
年
に
な
る
が
、
今
後
の
交
流
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
30
周
年
の
記
念
碑
を
建
て
る

考
え
は
。

答　
町
長　
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ
ウ
ン
市

と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

地
元
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
進
め
て
き

た
が
、
現
在
の
困
難
な
状
況
を
踏
ま

え
、
30
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て

見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

　
記
念
碑
建
立
に
つ
い
て
は
、
計
画

し
て
い
な
い
が
、
交
流
の
証
と
な
る

記
念
品
等
の
展
示
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

これも 質 問
問
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報
は

　

答
今
後
、
国
・
県
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
る

問
旧
役
場
庁
舎
跡
地
開
発
の
進
捗
状
況
は

　

答
所
有
権
移
転
登
記
を
11
月
16
日
に
完
了
し
た

問
蚕
糸
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
の
町
民
説
明
は

　

答
広
報
こ
お
り
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て

エリザベスタウン市との姉妹都市提携締結の看板

若
年
層
の
投
票
率
向
上
対
策
は

先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
し
た
い

問　
10
月
31
日
に
投
開
票
さ
れ
た
第

49
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
桑

折
町
で
の
10
代
、
20
代
の
投
票
率
が

低
か
っ
た
が
、
対
策
は
と
ら
れ
た
の

か
、
ま
た
今
後
の
投
票
率
向
上
策
は
。

答　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

若
年
層
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
及
び
幼
稚
園
の
保
護
者
や
、
新

有
権
者
へ
の
啓
発
に
努
め
た
が
、
低

調
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。
今
後
先
進

事
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
向
上
に
向

け
研
究
す
る
。

問　
以
前
の
一
般
質
問
に
て「
投
票

立
会
人
に
若
者
を
」や「
選
挙
割
」に

つ
い
て
提
案
し
た
が
選
挙
管
理
委
員

会
で
の
協
議
等
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

「
投
票
立
会
人
」に
つ
い
て
は
、
若
年

層
を
対
象
と
し
た
公
募
に
つ
い
て
検

討
す
る
。「
選
挙
割
」に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
取
り
組
む
営
利
活
動
で
あ

り
公
職
選
挙
法
に
則
り
行
う
選
挙
は
、

公
平
・
公
正
で
あ
る
べ
き
こ
と
か
ら

選
挙
啓
発
運
動
と
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

問　
旧
役
場
庁
舎
敷
地
売
却
・
解
体

工
事
」の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領

で
、「
敷
地
内
ア
ス
ベ
ス
ト
不
使
用

を
確
認
済
み
」と
し
た
が
、
こ
の
確

認
済
み
と
は
平
成
２
年
４
月
１
日
時

点
の
調
査
と
解
し
て
良
い
か
。
東
日

本
大
震
災
後
、
同
じ
調
査
で「
不
使

用
」と
確
認
さ
れ
た「
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
」か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見

さ
れ
た
事
実
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

事
前
調
査
を
行
わ
な
い
ま
ま
解
体
工

事
を
行
え
ば
、
旧
庁
舎
周
辺
に
ア
ス

ベ
ス
ト
飛
散
と
い
う
事
態
と
な
る
。

こ
う
し
た
危
険
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。　

答　
町
長　
「
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状

況
確
認
済
み
」の
内
容
は
、
お
質
し

の
通
り
で
あ
る
。
も
し
、
ア
ス
ベ
ス

ト
が
出
た
場
合
は
、
業
者
と
協
議
す

る
こ
と
と
な
る
。

ないはずのアスベストが出た福祉センター

これも 質 問
問
蚕
糸
跡
地
利
用
は
一
旦
凍
結
を

　

答
理
解
を
得
て
粛
々
と
進
め
る

問
町
の
チ
ラ
シ
は
事
実
と
相
違

　

答
矛
盾
し
た
説
明
は
し
て
い
な
い

問
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
計
画
な
し

　

答
事
業
費
検
討
後
に
明
確
化
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一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
半
澤
　
　
高

　
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
桑
折
町

議
会
基
本
条
例
第
20
条
に
基
づ
い
た

検
証
に
つ
い
て
、『
公
聴
会
制
度
利

用
』、『
総
合
計
画
審
議
の
あ
り
方
』、

『
議
員
の
成
り
手
不
足
解
消
』の
３
点

を
先
進
地
事
例
等
を
参
考
に
調
査
し

て
き
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

３
月
定
例
会
に
て
以
前
の
調
査
の
結

果
も
含
め
、
委
員
会
調
査
報
告
を
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
閉
会
中
の
所
掌
事
務
調
査

に「
予
算
決
算
の
審
議
の
あ
り
方
」を

調
査
事
項
と
し
て
加
え
た
。
３
月
定

例
会
で
の
予
算
審
議
お
よ
び
９
月
定

例
会
で
の
決
算
審
議
に
つ
い
て
他
町

議
会
事
例
を
も
と
に
効
率
的
な
審
議

の
あ
り
方
を
調
査
す
る
。

　
当
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
19
回
開
催

し
、
①
医
療
体
制
、
②
教
育
環
境
、

③
防
災（
避
難
所
）、
④
福
祉
政
策
、

⑤
産
業
の
5
項
目
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
し
て
き
た
。
予
断
を
許
さ
な
い

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
等
へ
の
対
応
策
の
徹

総
務
文
教常

任
委
員
会

委
員
長
　
斉
藤
　
　
謙

　
当
委
員
会
は
継
続
審
査
と
し
て
い

た
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
等
に

関
す
る
陳
情
は
、
全
会
一
致
で
不
採

択
と
し
た
。
ま
た
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
国
会
審
議
を
求
め
る
陳
情

は
慎
重
審
議
の
結
果
採
択
と
し
た
。

幼
保
連
携
に
関
す
る
協
議
は
、
全
議

員
で
協
議
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

全
員
協
議
会
で
特
別
委
員
会
設
置
を

提
言
す
る
も
、
調
査
事
件
と
し
て
挙

げ
て
い
る
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

検
討
す
べ
き
と
の
こ
と
で
、
特
別
委

員
会
設
置
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
は
、「
桑
折

町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計

画
」（
平
成
29
年
３
月
）策
定
及
び「
桑

折
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」（
平

成
23
年
１
月
）策
定
の
担
当
か
ら
の

進
捗
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
町
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
研
究
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

委
員
会
活
動
報
告

産
業
厚
生常

任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
榮
三

　
当
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
の
所
管

事
務
調
査
事
件
と
し
て
、「
新
規
就

農
者
の
確
保
に
つ
い
て
」の
調
査
を

進
め
て
い
る
。
地
域
就
農
の
維
持
に

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
け
で
は

難
し
い
こ
と
か
ら
地
元
新
規
就
農
者

の
実
態
調
査
等
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
は
何
が

必
要
で
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
ま
で

含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
調
査
・
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に「
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
に
な
ろ
う
」と
題
し
て
早
稲
田

大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局

長
の
中
村
健
氏
が
講
演
し
た
。

　
講
演
で
、
印
象
が
残
っ
た
内
容
は

　
「
議
会
と
は
こ
う
い
う
も
ん
だ
」と

刷
り
込
ま
れ
て
い
な
い
で
す
か
。

　
「
住
民
の
声
を
聴
く
」あ
な
た
が
聴

い
て
い
る
住
民
と
は
誰
で
す
か
。

（
長
野
県
高
森
町
の
事
例
）

「
建
設
課
で
子
育
て
支
援
は
や
ら
な

い
の
？
」

　
こ
の
問
い
か
け
に
、
建
設
課
と
子

育
て
マ
マ
と
の
意
見
交
換
を
開
催
し

公
園
の
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
く

し
た
こ
と
で
子
供
の
乗
り
降
り
の
改

善
に
繋
が
っ
た
。

　
建
設
課
で
子
育
て
支
援
が
で
き
る

な
ら
と
他
の
部
署
へ
も
波
及
し
た
事

例
紹
介
で
、
思
い
込
み
を
無
く
し
原

点
に
戻
る
。
利
用
者
の
意
見
を
聴
き

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

　
次
に「
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
」

と
題
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
谷

川
幸
洋
氏
よ
り
主
に
世
界
情
勢
と
日

本
、
菅
内
閣
か
ら
岸
田
内
閣
へ
の
政

権
交
代
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
講
演
を
終
え
た
。

蚕糸跡地の今後は
商業施設は令和５年秋開業

ふるさと納税の実績と今後は
返礼品の拡充とＰＲに努める

問　
福
島
蚕
糸
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
秋
開

業
、
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
４
月
開

園
予
定
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
町
民
の
利
便
性
向

上
や
賑
わ
い
創
出
、更
に
は
人
口
増
加
に
向
け
、し
っ

か
り
と
事
業
推
進
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

商
業
施
設
内
に
町
が
独
自
に
目
的
を
定
め
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
１
０
０
坪
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
さ
れ
る
。
併
せ
て
地
元
小
売
店
の
商
品
や
農

産
物
を
取
り
扱
う
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
地
元
の
個
人
事
業
主
に
よ
る
移
動
販

売
も
実
施
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
全
店
舗
で
地

元
商
店
の
商
品
販
売
を
行
う
な
ど
商
工
会
と
連
携
し

共
生
し
て
い
き
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

原 　 賢 志 議員

問　
重
要
な
自
主
財
源
で
あ
る「
ふ
る
さ
と
納
税
」に

つ
い
て
、
本
年
度
の
実
績
と
評
価
及
び
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。
専
門
農
協
と
民
間
企
業
に
よ
り
開

発
が
検
討
さ
れ
て
い
る
王
林
を
原
料
と
し
た
６
次
化

商
品
や
特
別
栽
培
米
、
加
工
品
を
含
む
ロ
イ
ヤ
ル

ピ
ー
チ
ポ
ー
ク
等
を
本
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
と
共
に
返
礼
品
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
町
長　
初
め
て
１
億
円
を
超
え
る
見
通
し
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
返
礼
品
の
充
実
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
追
加
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
捉
え
て
い

る
。
返
礼
品
の
調
達
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
活
性
化

に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
続
き
魅
力
あ
る

返
礼
品
の
拡
充
と
制
度
の
更
な
る
周
知
を
図
り
な
が

ら
、
納
税
額
の
一
層
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

返
礼
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
、
商
品
の
販

路
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

蚕糸跡地の利用予定図

町
村
議
会
議
員
研
修
会　
10
／
20
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（CO

V
ID
-19

）

対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長 

斉
藤
　
謙

底
を
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
町
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
な

お
、
今
年
度
中
に
行
政
へ
そ
の
施
策

等
に
関
し
て
、議
会
と
し
て
、要
望
・

提
言
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

中村　健氏

－技術の継承－
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一部事務組合への町負担金令和２年度
単位：千円

区　　分 令和２年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度

公立藤田総合病院 59,743 91,834 75,326 72,707 69,300

伊達地方消防組合 208,724 209,554 203,440 196,030 175,903

伊達地方衛生処理組合 74,295 73,789 69,095 67,620 64,785

合　　計 342,762 375,177 347,861 336,357 309,988

◆ 一部事務組合とは 行政の能率化、効率化を図るため、特定の事務を関係市町村で共同処理する方式です。

�

選
出
議
員　
齋
藤　
松
夫

�

羽
根
田
八
千
代

�

斉
藤　
　
謙

令
和
４
年
４
月
か
ら
口
腔
外
科
が
開
設

　
福
島
県
は
医
師
少
数
県
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

県
は
新
人
医
師
の
確
保
策
と
し
て
、
一
定
期
間
県
内
で
勤
務

す
れ
ば
修
学
資
金
返
済
を
免
除
す
る
等
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
4
年
度
の
状
況
は
、
公
立
藤
田
総
合
病
院
は
6
名
の
募

集
に
対
し
て
6
人
が
応
募
し
充
足
率
は
満
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
病
院
は「
ひ
ざ
関
節
痛
」の
最
新
治
療
法
と
し
て
、�

Ｍ
ａ
Ｋ
ｏ（
メ
ー
コ
ー
）最
新
鋭
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
、
大
変
好
評
で
す
。

�

選
出
議
員　
川
名　
静
子

�

佐
藤　
武
朗

西
分
署
は
今
の
場
所
で
改
築
に

　

令
和
２
年
度
の
決
算
に
は
、

救
急
車
一
台
購
入
と
西
分
署
建

設
用
地
取
得
が
主
な
支
出
だ
。

ま
た
、
職
員
の
年
齢
が
若
年
化

し
た
こ
と
で
人
件
費
、
扶
助
費

が
増
に
な
っ
た
。
西
分
署
改
築

工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
中
に
実
施
設
計
が
終
わ
る
予

定
で
あ
る
。
業
務
を
続
け
な
が

ら
の
改
築
と
な
り
、
令
和
５
年

夏
ご
ろ
に
完
成
の
予
定 

ま
た
、

障
が
い
者
、
外
国
人
へ
の
緊
急

対
応
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
選
出
議
員　
半
澤　
　
高

�

岩
﨑　
久
男

指
定
廃
棄
物
を
令
和
４
年
２
月
か
ら
搬
出

　
令
和
３
年
10
月
27
日
開
催
の
定
例
会
で
は
各
会
計
決
算
認

定
３
件
、
補
正
予
算
案
３
件
、
監
査
委
員
選
任
同
意
の
計�

７
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
な
お
、
本
会
議
前
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て「
環
境
省
に

よ
る
指
定
廃
棄
物
の
搬
出
」に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
指
定
廃
棄
物

（
８
，
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
焼
却
灰
、
飛
灰
）に
つ
い
て

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
北
西
側
に
施
設
を
作
り
搬
出
す
る
と
の
事
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

�

選
出
議
員　
片
平　
秀
雄

　
収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）は
、
水
道
用
水
供
給
事
業
収

益
43
億
１
，
４
７
２
万
３
，
９
４
４
円
に
対
し
、
水
道
用
水

供
給
事
業
費
用
44
億
８
，
５
９
０
万
３
，
６
２
３
円
で
、
収

支
差
し
引
き
額
１
億
７
，
１
１
７
万
９
，
６
７
９
円
が
当
年

度
純
損
失
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
14
億
７
，
５
３
７

万
２
，
５
９
５
円
に
当
年
度
純
損
失
を
加
え
た
16
億
４
，
６

５
５
万
２
，
２
７
４
円
を
、
未
処
理
欠
損
金
と
し
て
翌
年
度

に
繰
り
越
し
た
。

　
資
本
的
収
支（
消
費
税
込
み
）は
、
資
本
的
収
入
は
無
く
、

資
本
的
支
出
が
19
億
９
，
３
０
２
万
４
，
３
１
６
円
と
な
り
、

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足
す
る
額
19
億
９
，

３
０
２
万
４
，
３
１
６
円
は
、
過
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
７
，
６
４
２
万
２
，
２
６
０
円

及
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
19
億
１
，
６
６
０
万
２
，

０
５
６
円
で
補
て
ん
し
た
。

公
立
藤
田
病
院
組
合

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

伊
達
地
方
消
防
組
合

　
コ
ロ
ナ
禍
で
本
委
員
会
の
活
動
は

制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
計
画
通

り[

議
会
モ
ニ
タ
ー]
と
の
意
見
交
換

会
は
実
施
す
る
考
え
で
い
た
。

　
県
内
で
の
感
染
者
ゼ
ロ
が
続
い
た
。

夜
間
開
催
の
た
め
、
全
員
出
席
で
は

な
か
っ
た
が
12
月
１
日
実
施
し
た
。

よ
り
良
い
地
域
社
会
に
す
る
た
め
に

は
、
町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
町

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
意
見
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

[

議
会
モ
ニ
タ
ー]

の
皆
様
に
も
議

会
の
応
援
団
と
し
て
活
動
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
率
直
な
意
見
、
厳

し
い
意
見
・
提
案
等
、
顔
を
合
わ
せ

て
の
良
さ
、
有
意
義
な
会
議
で
あ
っ

た
。
質
問
に
は
回
答
し
な
が
ら
進
め

た
が
、
要
約
し
た
内
容
の
一
部
で
す
。

浅
野
ま
ゆ
み 

モ
ニ
タ
ー

・
初
め
て
傍
聴
し
た
が
一
般
だ
と
な

か
な
か
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
の
で
は
。

生
で
見
る
こ
と
で
、「
議
会
だ
よ
り
」

を
読
む
時
そ
の
様
子
が
浮
か
ぶ
。
傍

聴
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
欲
し
い
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
率
は
何
％
か
。

川
村
滋
道 

モ
ニ
タ
ー

・
仕
事
柄
、
雇
用
の
問
題
に
関
心
が

あ
る
。
他
町
で
は
資
格
を
持
っ
て
い

な
が
ら
正
職
で
働
け
な
い
。
桑
折
も

同
じ
な
の
で
は
。
パ
ー
ト
も
含
め
、

当
事
者
た
ち
の
声
、
職
員
の
不
安
、

想
い
を
聞
く
事
も
必
要
で
は
な
い
か
。

・
来
年
か
ら
子
ど
も
達
も
ネ
ッ
ト
で

調
べ
る
環
境
に
あ
る
。
議
会
も
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
易
い
よ
う

に
な
れ
ば
よ
い
。

佐
々
木
明 

モ
ニ
タ
ー

・
総
合
計
画
の
中
で
の
議
論
は
、
10

年
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
読
み
取
れ
な
い
。
編
集
に

偏
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
発

行
責
任
者
、
編
集
委
員
の
意
見
を
。

ま
た
、
賛
成
討
論
者
の
意
見
も
聞
き

た
い
。

編
集
委
員
長
：
定
例
会
の
中
で
多
く

の
議
論
を
さ
れ
た
案
件
を
重
視
し
た
。

偏
り
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、

平
等
に
扱
う
よ
う
努
め
る
。

発
行
責
任
者
：
各
議
員
の
意
志
決
定

の
結
果
だ
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
を
増
や

す
等
し
て
、
感
じ
ら
れ
な
い
書
き
方

の
工
夫
も
必
要
だ
。
賛
否
の
個
人
的

な
討
論
は
、
こ
の
場
で
な
く
直
接
本

人
に
聞
い
て
欲
し
い
。

・
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
聞
き
提
言
に

繋
げ
る
な
ら
、
必
ず
出
し
て
も
ら
う
、

そ
れ
を
担
当
が
回
収
す
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。
議
会
は
遠
慮
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

宍
戸
守 

モ
ニ
タ
ー

・
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
大
部
分
の
町
民
が
こ
の
施
設
に

係
わ
っ
て
き
た
。
理
解
し
な
い
内
に

進
ん
で
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・「
議
会
だ
よ
り
」は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

多
す
ぎ
。
活
動
が
多
す
ぎ
て
圧
倒
さ

れ
る
。
読
ま
れ
な
い
。
減
ら
す
努
力

も
必
要
で
は
な
い
か
。

吉
田
良
崇 

モ
ニ
タ
ー

・「
議
会
だ
よ
り
」が
届
い
て
も
表
紙

の
み
で
読
ま
れ
ず
捨
て
ら
れ
る
。
町

民
と
の
間
が
、
出
来
る
範
囲
で
縮
ま

る
議
会
・
議
員
活
動
を
行
っ
て
欲
し
い
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
に
も
工
夫
が

ほ
し
い
。
シ
ン
プ
ル
で
さ
ら
に
高
齢

者
に
も
使
え
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
化
で
。

渡
辺
久
夫 

モ
ニ
タ
ー

・「
議
会
だ
よ
り
」が
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
。
も
う
少
し
柔
ら
か
め
で
も
。

議
会
活
動
を
町
民
に
伝
え
る
こ
と
が

本
来
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
な
の

で
し
ょ
う
か
。

冬
号
か
ら
担
当
し
ま
す

　
「
議
会
だ
よ
り
」の
編
集
委
員
が
12

月
定
例
会
終
了
後
か
ら
交
代
し
ま
し

た
。
伝
え
る
、
伝
わ
る
難
し
さ
に
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
、
一
か
月
以
内
発

行
を
目
指
し
お
届
け
し
ま
す
。

イメージ図

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会�

　
委
員
長
　
川
名
　
静
子
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期
末
手
当
の
引
き
下
げ

第
７
回　
11
／
30
㈫

条
例
改
正

　
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、
職

員
の
期
末
手
当
支
給
を
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
）０
・

１
５
月
分
、
再
任
用
職
員
０
・
０
５

月
分
引
き
下
げ
る
も
の
。

　
改
定
に
よ
る
支
給
総
減
額　

▲
約
１
０
，
９
５
９
千
円

議
会
提
出

選
挙

　
公
立
藤
田
総
合
病
院
組
合
議
会
議

員
の
選
挙

　
羽
根
田　
八
千
代
議
員
の
病
院
議

会
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、
公
立
藤
田

総
合
病
院
組
合
規
約
第
６
条
の
規
定

に
よ
り
、
病
院
議
会
議
員
１
名
の
選

挙
を
行
う
も
の
。

　
佐
藤　
榮
三
議
員
を
選
任

規
則
改
正

　
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

　
欠
席
の
届
出
の
公
務
、
傷
病
、
出

産
等

　
請
願
者
の
記
載
事
項
等

臨
時
会

　　　　　　　　　議員活動状況報告書 令和３年９月２３日～１２月１３日

功
労
表
彰

　
去
る
11
月
18
日
町
表
彰
式
に
お
い

て
、
町
議
会
議
員
12
年
以
上
在
職
者

斉
藤
　
謙
議
員
に
、
功
績
顕
著
と
し

て
、
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
般
財
団
法
人
　
桑
折
町
振
興
公
社

　
２
０
２
０
年
２
月
以
降
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
福
島
県
の
非
常
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
。
県
内
で
も
７
月
下
旬
か

ら
急
増
し
、
当
公
社
の
影
響
も
大
き

く
、
六
次
化
商
品
の
出
荷
の
停
滞
・

レ
ス
ト
ラ
ン
売
り
上
げ
の
減
少
等
大

き
く
収
益
を
低
下
さ
せ
た
。

質 

疑

Ｑ 

組
織
体
制
図
に
役
員
の
名
前
の

記
載
が
な
く
、
誰
が
役
員
に
な
っ
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
記
載
の
検
討
は
。

Ａ 

組
織
体
制
図
と
し
て
作
成
し
て

い
る
の
で
名
前
を
記
載
し
て
い
な
い

が
今
後
、
責
任
体
制
の
明
確
化
を
図

る
こ
と
を
前
提
に
検
討
す
る
。

Ｑ 

ピ
ザ
ス
タ
の
人
件
費
が
前
年
度

に
比
べ
減
少
し
て
る
が
そ
の
要
因
は
。

Ａ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
時
短
営
業
に

よ
り
ピ
ザ
ス
タ
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費

が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
。

Ｑ 

決
算
上
、
町
か
ら
の
補
助
金
が

確
実
に
入
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
の
か
。

Ａ 

営
業
成
果
拡
大
を
図
っ
て
い
る

が
年
間
の
営
業
実
績
を
基
に
最
終
的

に
不
足
分
を
補
助
金
で
調
整
す
る
。

Ｑ 

至
福
の
ソ
ル
ベ
を
含
む
新
た
な

販
路
先
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
と
あ

る
が
販
路
先
は
確
立
さ
れ
た
か
。

Ａ 

県
関
係
の
商
談
会
に
エ
ン
ト

リ
ー
審
査
が
通
っ
た
。
今
後
、
全
国

規
模
の
大
き
な
商
談
に
つ
な
げ
販
路

拡
大
し
て
い
く
。

土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

　
令
和
３
年
度
は
事
業
執
行
状
況
報
告
書
で
は
、
新

規
事
業
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
特
に
問
題
は
な
い
。

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
報
告

年 月 日 活動状況 内　　　　容 対 象 者

3

9

24 総務文教常任委員会 コロナ禍における教育行政（学校教育・社会教育）
について 選出委員

27

例月出納検査 定期検査 監査委員
広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選出委員
全国山城サミット桑
折大会実行委員会委
員長・副委員長会議

全国山城サミット桑折大会の開催方法について、
第28回全国山城サミット桑折大会運営計画につい
て

議 長

29
第４回全国山城サ
ミット桑折大会実行
委員会

全国山城サミット桑折大会の開催方法について、
第28回全国山城サミット桑折大会運営計画につい
て

議 長、
副 議 長

30 議会全員協議会 ９月定例会の総括について、議会運営委員長から
の報告 全 議 員

10

1
桑折町表彰事案審査
委員会 表彰候補者審査 議 長

広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選出委員
5 議会運営委員会 ９月定例会の総括について 選出委員

6
福島圏域議会議長連
携推進協議会

令和３年第１回オンライン会議
講演、情報・意見交換 議 長

広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選出委員

7

令和３年10月福島県
市町村総合事務組合
議会定例会

副議長の選挙、令和２年度福島県市町村総合事務
組合歳入歳出決算の認定について、市町村職員の
退職手当に関する条例の一部を改正する条例

議 長

福島県町村議会議長
会

ふくしまの復興・再生に関する特別決議に基づく
東京電力への要求活動 議 長

8

桑折町小・中学校「税
に関する作品コン
クール」審査会

作品審査会 議 長

広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選出委員

議会全員協議会
旧睦合テニスコート売却に伴う国庫補助金の返還
について、「桑折かわまちづくり整備事業」の進捗
状況について、常任委員会の移籍について、議会
運営委員長からの報告

全 議 員

12

福島県町村議会議長
会正副会長会議 理事監事合同会議提出事項について 議 長

福島県町村議会議長
会理事・監事合同会
議

会長代理副会長の順序について、令和２年度一般
会計決算の承認について、全国町村議会議長会「町
村議会表彰」の推薦について、令和2年度会務報告
について

議 長

総務文教常任委員会 コロナ禍における教育行政（学校教育・社会教育）
について、継続審査協議 選出委員

第18回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

経済的支援と生活支援の要望について 選出委員

14 議会運営委員会 欠席に関するルールについて、桑折町議会業務継
続計画見直しについて 選出委員

17 ロイヤルピーチポーク完成試食会 完成試食会 議 長

20 町村議会議員研修会 講演会（住民から信頼される議会になろう、今後の
政局・政治展望） 全 議 員

21 伊達郡町村議会議長会要望活動
第16回伊達郡町村議会議員大会決議事項等に係る
要望活動 議 長

22

全国山城サミット桑
折大会実行委員会委
員長・副委員長会議

全国山城サミット桑折大会の進行について 議 長

令和３年度桑折町
小・中学生「税に関す
る作品コンクール」表
彰式

表彰式 議 長

25
例月出納検査 定期検査 監査委員

広報広聴常任委員会 議会報告会・意見交換会中止に伴うアンケート実
施のための内容検討について 選出委員

26

議会全員協議会
歴史観光機能基本構想策定業務について、汚染状
況重点調査地域の指定解除について、桑折町教育
大綱及び桑折町教育振興基本計画について、桑折
町都市計画審議会委員の選出について

全 議 員

公立藤田病院組合議
会全員協議会

令和３年第２回藤田病院組合議会議事日程等につ
いて 選出議員

令和３年第２回公立
藤田病院組合議会定
例会

令和２年度公立藤田総合病院組合病院事業会計決
算認定について、羽根田八千代君の議員辞職の件 選出議員

27

伊達地方衛生処理組
合議会全員協議会 令和３年第３回組合議会定例会提出議案について 選出議員

令和３年第３回伊達
地方衛生処理組合議
会定例会

令和２年度一般会計（し尿処理事業特別会計・ごみ
処理事業特別会計）決算認定について、令和３年度
一般会計（し尿処理事業特別会計・ごみ処理事業特
別会計）補正予算、監査委員の選任につき同意を求
めることについて

選出議員

伊達地方消防組合議
会全員協議会 令和３年第４回組合議会定例会議事日程等について 選出議員

令和３年第４回伊達
地方消防組合議会定
例会

令和２年度伊達地方消防組合一般会計歳入歳出決
算の認定について 選出議員

年 月 日 活動状況 内　　　　容 対 象 者

3
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28 全国山城サミット桑折大会実行委員会 全国山城サミット桑折大会の進行について 正副議長

29 交通事故死亡者ゼロ三千日表彰伝達式 表彰伝達式 議 長

30 全国山城サミット桑折大会 桑折大会 議 長 外

31 全国山城サミット桑折大会 桑折大会 議 長 外

11

4
塙町議会行政視察 新庁舎建設事業について 議 長、

副 議 長

議会全員協議会 公立藤田総合病院組合議会議員の選出について、
タブレット端末導入について 全 議 員

6 桑折町文化祭 桑折町文化団体連絡協議会加盟団体の展示、芸能・
ダンス発表 議 長

8
福島圏域議会議長連
携推進協議会

令和３年第２回オンライン会議
福島圏連携中枢都市圏形成に係る圏域首長会議の
結果について

議 長

広報広聴常任委員会 議会と議会モニターの懇談会について 選出委員

11 議会全員協議会 福島圏域における連携中枢都市圏形成について、
タブレット端末導入について 全 議 員

12 ふくしま駅伝桑折町チーム選手壮行会 選手壮行会 議 長 外

16
総務文教常任委員会 継続審査について、SDGs等調査事件の調査内容

に関して 選出委員

議会運営委員会 欠席に関するルールについて、桑折町議会業務継
続計画見直しについて 選出委員

18 令和３年度桑折町表彰式 町表彰式 議 長 外

19

第19回新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）
対策調査特別委員会

調査項目の５項目について、今後の調査項目の目
的等に関して 選出委員

議会全員協議会 「新桑折町教育大綱」に対する質疑応答、タブレッ
ト端末について 全 議 員

総務文教常任委員会 特別委員会設置の必要性について、令和４年度の
常任委員会視察研修について 選出委員

22

公立藤田病院組合議
会全員協議会 議事日程等について 選出議員

令和３年第３回公立
藤田病院組合議会臨
時会

公立藤田総合病院職員の給与、勤務時間その他勤
務条件に関する条例の一部を改正する条例につい
て、令和３年度病院事業会計補正予算（第１号）

選出議員

25

福島県町村議会議長
会要請活動 ふくしまの復興・再生に関する要請 議 長

第２回桑折町半田財
産区議会定例会

令和２年度桑折町半田財産区会計歳入歳出決算認
定について 監査委員

26

第65回町村議会議長
全国大会 町村議会議長全国大会決議等に係る要請 議 長

例月出納検査 定期検査 監査委員
広報広聴常任委員会 回収したアンケートの回答依頼先の仕分けについて 選出委員

28 JR桑折駅前イルミネーション点灯式 JR桑折駅前イルミネーション点灯式 議 長

29 議会運営委員会 12月定例会の議事日程等について、桑折町議会業
務継続計画見直しについて 選出委員

30

議会運営委員会 令和３年第７回桑折町議会臨時会の議事日程等に
ついて 選出委員

議会全員協議会 令和３年第７回桑折町議会臨時会の議事日程等に
ついて、提案内容の説明について 全 議 員

令和３年第７回桑折
町議会臨時会

桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例、公立藤田病院組合議会議員選挙について、
桑折町議会会議規則の一部を改正する規則

全 議 員

広報広聴常任委員会 回収したアンケートの回答依頼先の仕分けについて 選出委員

12

3
全国山城サミット桑
折大会実行委員会委
員長・副委員長会議

全国山城サミット桑折大会の開催結果について 議 長

7
議会全員協議会

議事日程等について、提案理由の説明、出資法人
経営状況報告、町民研修センター「うぶかの郷」営
業状況報告

全 議 員

令和３年第８回桑折
町議会定例会

会議録署名議員の指名、会期の決定、諸般の報告、
行政報告、町長提案理由の説明、議案の説明 全 議 員

8
議会全員協議会 議事日程等について 全 議 員
令和３年第８回桑折
町議会定例会 一般質問 全 議 員

9
議会全員協議会 議事日程等について 全 議 員
令和３年第８回桑折
町議会定例会 一般質問 全 議 員

10 広報広聴常任委員会 議会だより編集委員について、常任員会としての
アンケートへの回答内容について 選出委員

13

議会全員協議会 議事日程等について、追加議案の日程等について、
半田財産区の運営形態について 全 議 員

令和３年第８回桑折
町議会定例会

条例制定１件、条例改正４件、補正予算３件審議
採決 全 議 員

議会運営委員会 議事日程及び追加議案等について、追加提出予定
の案件について 選出委員

総務文教常任委員会 常任委員会としてのアンケートへの回答内容につ
いて 選出委員

産業厚生常任委員会 常任委員会としてのアンケートへの回答内容につ
いて 選出委員

広報広聴常任委員会 議会だより編集会議 選出委員

令和３年度「ピザスタ」売上・利用者状況報告
（上半期　４月～９月）

項目 内容等 令和３年度
（上半期）

前年度
（上半期） 比較増減 対前年比

レストラン 来店者数

男 2,833人 3,414人 ▲581人 83.0%

女 5,265人 6,099人 ▲834人 86.3%

計 8,098人 9,513人 ▲1,415人 85.1%

売 上 高
物産品売上 446,655円 868,787円 ▲422,132円 51.4%

飲 食 売 上 19,768,001円 21,737,823円 ▲1,969,822円 90.9%

事業仕入高 原 材 料 費
5,999,247円 8,108,578円 ▲2,109,331円 74.0%

30.34% 37.30% ▲6.96% 81.3%

人件費支出 人 件 費
5,230,598円 7,006,688円 ▲1,776,090円 74.7%

26.45% 32.23% ▲5.78% 82.1%

体 験 事 業 ピザ作り体験
1回 1回 0回 100.0%

4人 4人 0人 100.0%

　　　損益計算書 　 　（単位：円）
項　　　目 令和３年度 令和２年度

１ 事業収益
⑴公有地取得事業収益 0 0

２ 事業原価 0 0
事 業 総 利 益 0 0

３ 販売費及び一般管理費 1,320 7,277
事　業　損　益 1,320 ▲7,277

４
事業外収益 42 140
⑴受取利息 42 140
⑵雑収益 0 0

５ 事業外費用
⑴支払利息 0 0

経　常　損　失 1,278 ▲7,137
６ 特別損失 0 0

当　期　純　損　失 1,278 ▲7,137



編　集　後　記
　桑折町には、医師小野隆庵という方が1746
年、隆庵34歳のときに桑折町西町にて医業を
開業した。宝暦6年同町南側に居を移した。隆
庵は医療活動の傍ら和漢の医書を多く残した。
小野隆庵は医学のみならず山野の植物を採集
し、植物標本を作って「采摘草本篇」という本
も書いている（茂田士郎元福島医大学長談）。
また、江戸幕府時代の中期に早くも信達地方
の医学の祖ともいうべき医師が存在したこと
は郷土の誇りともいっている。おそらく半田
山へ登り多くの植物を採集し、地域住民の健
康管理を一心に務めたものと推測します。
よって、半田山は薬草の宝庫として駆け巡っ
たのではないでしょうか。� 斉藤　謙

■広報広聴常任委員会 編集委員
委 員 長　川　名　静　子　　委員　斉　藤　　　謙

副委員長　鈴　木　隆　志　　委員　佐　藤　榮　三 令和４年１月13日発行
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意見書

選択的夫婦別姓制度について国会審議を求める意見書
　2018年２月に内閣府が公表した世論調査において、
夫婦同姓も夫婦別姓も選べる「選択的夫婦別姓」を導入す
るための法改正に賛成・容認と答えた国民は66.9％とな
り、反対の29.3％を大きく上回りました。年代別に見る
と、多くの人が初婚を迎える30～39歳における賛成・
容認の割合は84.4％にのぼります。また、同年３月20
日の衆議院法務委員会において、夫婦同姓を義務づけて
いる国は、世界でただ一国、日本だけであることを法務
省が答弁しました。
　世論の強い関心事であり、世界的な男女同権の潮流の
中にあって、現在わが国では夫婦がそれぞれの姓を名乗
り続けることが許されておりません。夫婦のどちらかが
改姓をしなければ婚姻できない現制度の早急なる改正が
必要と考えます。
　婚姻制度の形骸化・非婚・少子化などの問題を少しで

も解決するため、男女同権の理念に基づく「選択的夫婦
別姓」の導入は急務といえます。
　以上のことから「選択的夫婦別姓」制度のあり方につい
て、早急なる国会審議を行うよう強く求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す
る。

　令和３年12月13日

福島県伊達郡桑折町議会　

（提出先）
内閣総理大臣
法務大臣
内閣府特命大臣（地方創生少子化対策男女共同参画）

議会だより ●2020

婚姻制度の形骸化・非婚・少子化などの問題を少しでも解決するため　全会一致で採択


